
























君津市に 3 年前に完成し、第 2 弾として木更津市に計画が進んでいます。高齢者が単身又は夫婦で
も入居でき、安心して暮らすことのできる住まいです。
これらの計画を構想する際、住人の個性が浮かび上がるような、独立した家の集合としての建築を
考えました。同じ個室が反復され画一的に並ぶ通常の施設では、個室同士や共用部を介した関係性も
乏しい状態です。君津の計画では、共用部を「広場」と見立て、本当の外部に対しての窓以外に、そ
の広場に対しても窓を持つ個室を提案しました。カーテン、置物、照明のオンオフなどで、個室の生
活が共用部からも感じ取れます。木更津では、透過度を変えた建具の重なりの中で、気配やプライバ
シーをコントロールできる仕組みを検討しています。
いずれのケースでも、アイデアを実現するためには水回りや収納などの配置を様々に検討していま
すが、完成時にどのような空間となるかを想像することは難しいことです。新しい提案には、看護や
介護を実際にする人の意見も大事です。人の動作の寸法、車いすやストレッチャーの寸法、入居者に
万が一があった時の医療や介護に必要な動作寸法など、さまざまに意見を取り入れて作り上げていき
ます。
君津では開所当初は住人とヘルパーとの一対一の関係性だけだったものが、時間を重ねるごとに、
共用部での住人同士の関係や社会性の発展が見られてきました。機能面だけでなく、生活や空間の
「質」にこだわって、最期の時間を豊かなものにする住まいを提案していきたいと思います。
目指したのは「透析ができる“家”」
－入居者と医療者がともに安心できる住まいづくりの実現
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